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1. 平成 24 年度 上田河川レンジャー年間活動計画 

1.1 活動テーマと活動分野 

 

 枚方出張所管内を活動エリアとする上田河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、７つの 

活動を実施します。 

 

活動テーマ 

○地域の人や市民、こどもたち、に淀川を知ってもらう学習拠点となるフィールド 

づくり、水辺の再生。 

○子ども・流域市民に、淀川と人とのかかわり・淀川の自然・淀川の歴史・川の楽 

しさを知ってもらう 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

河川の適正な利用の推進を 
図る活動 

○子どもが安全に遊び学べる水辺づくり 
1．（外来種草刈、清掃） 
2．水辺づくりを議論するステージの確保 

○淀川丸ごと体験会 
（葦笛づくり、土嚢作り体験と家庭でできる浸水防除、魚
調査、舟乗り、ターザン遊び）  

淀川に係わる歴史・文化の 
普及啓発 

○淀川と人との関りの歴史探求 
（茨田樋跡、点野スーパー堤防緑地、点野ワンドの歴史と
生物） 

河川レンジャー活動に関する
ニュースの発行等の情報の発
信 

○寝屋川市エコフェスタ 
○“いい川づくりシンポジウム”への出展 

河川行政と地域・住民・住民 
団体とのコーディネートを 
図る活動 

○点野（しめの）茨田（まった）イチョウ祭り 

河川の環境保全を図る活動 ○冬鳥の観察会と鳥の生態学習会 

河川の適正な利用の推進を 
図る活動 
河川行政と住民・住民団体との
コーディネートを図る活動 

○太間公園スポーツ施設利用者による淀川体験と学習 
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1.2 子どもが安全に遊び、学べる水辺拠点づくり 

 

（１）活動目的 

１． 太間船着場と点野ワンドの間に位置する点野砂州は砂泥浜と沈床の名残が連続する水辺で、

イベント時には船を着けることもでき、ヤナギの大木がまばらな林を形成し、夏場には結構

な日陰をつくっている。また、低水護岸の直ぐ上には管理用道路が通っているなど大人の目

が届き易く安全に利用しやすく、子どもたちが川を体験する１級の場所である。 

子どもたちの川遊びや学習だけでなく、川の市民活動の拠点には格好の場所であることか

ら、５年前から、大型ごみや砂州や砂浜に埋まったごみを取り除くと共に外来種除去を行っ

てきた。「淀川丸ごと体験会」や「淀川と人とのかかわり歴史探求」などの催しに活用して

きた。自然的に豊かな格好の場所であっても、管理用通路から離れていたり、ひと気が少な

く安全に問題があり、管内においてはこのような場所は他に見ることができない。 

引き続き、この場所に、季節ごとに種類を変えて成長する外来植物の草刈や抜根など一定

の手を入れることで里川的自然を実現し、格好の川の学習の拠点として、これからも、官民

共同による“親しめる水辺づくり”として実施していく。  

 

２． ブロック護岸で仕切られた高水敷と低水路。高水敷と低水路の砂州は感想が進み、外来植 

物が優先している。この高水敷と砂州の切り下げを行い、横断方向の連続性を回復を図るこ

とは重要な河川環境再生の手立てである。河川環境回復整備の規模の大きなものは、行政が

行う河川整備計画の具体化を待つことになるが、規模は小さくても、市民の参加で地域に密

着した計画づくりをおこなうことが「協働の川づくり」を進める観点からも推進すべきであ

る。環境回復とともに、川と人との繋がりを回復させると思われる。 

そのため、河川公園の今後を考える協議会の動きと連動し、大学、市民団体、地元自治会

等との連携し河川再生を図るため、議論するステージをつくっていきたい。 
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平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月 
中～下旬草刈開始。以降、１回/月を目途
に草刈草抜き作業 

 

５月       〃  

６月 
６月下旬～７月上旬（梅雨後期）集中して
草刈草抜き作業 

 

７月 １回～２回/月を目途に草刈草抜き作業  

８月      〃  

９月      〃  

10 月      〃  

11 月      〃  

平 

成 

24 

年 

12 月    播種前枯草除去、抜根も  

１月      〃  

２月      〃  

平 

成 

25 

年 ３月      〃  

 

（２）参加対象者・定員 

   ○参加対象者 市民団体、大学などと協力し一般公募も 

   ○定員    定員なし。  

 

（３）実施内容 

○ 外来種の草刈り、抜根 

   （セイヨウカラシナ、ネズミホソムギ、セイタカアワダチソウ、マメアサガオ、ホシア

サガオ、アメリカアサガオ、アレチウリ、ナガバギシギシ、コセンダングサ、在来カ

ナムグラ等々）、 

○ 大型ごみの撤去、外来水生植物除去（ミズヒマワリ、ナガエツルノゲイトウ等） 

 

（４）実施日 

   平成２４年４月～平成２５年３月 
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（５）実施場所 

点野船着場と点野ワンド間の点野砂州 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）広報・募集方法 

   河川敷寝屋川駅前等の募集ポスター掲示による公募と、市民団体・大学への要請 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

   スタッフは数人、機器の取り扱いや作業の指導等 

 

（８）必要支援内容 

    寝屋川市  ボランティア車輌の貸し出し、刈払い機の貸し出し、 

    国交省   刈り草、不燃ごみの処分、刈払い機燃料・替え刃等消耗品支援 
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（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

○実施計画の立案 

○関係機関との調整 

○協力スタッフの手配、打合せ 

○資料作成 

○当日の運営 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

○昨年は、これまでの播種前の草刈に加え、ナガバギシギシやカラシナ、ナガエツルノゲイト

ウの成長前冬場の抜根を行う。 

○カラシナ、アレチウリ、カナムグラは大幅に減ってきた。外来アサガオ類も減少傾向。 

  

●なかなか手ごわいのはネズミムギ類。ネズミムギは種ができる前に刈ると次々成長し、結果

として種をつけるまで成長しようとするので、昨年度は、なるべく結実を待って刈ることに

した。勿論背丈が高くなり倒れて刈りにくくなると後が困難なので小さく成長させて刈り取

るタイミングを図るため１回目の刈り取りはこれまで同様５月連休前にしたい。 

●２１年度から、翌年の春に成長する芽吹きを抑えるため晩秋の草刈を少なくし、そのため、

コセンダングサを播種させないための枯株の除去は 12 月、１月に実施した）。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

カナムグラ、アレチウリなどについても全体的に効果が出ているようであるがかつての宿種や

こぼれてしまった前年種が芽を吹いているようである。しかし、チドメグサ類（ノチドメ）、

カキドウシ、ヘビイチゴ、オヘビイチゴなどがグランドカバーとなり広がっている。 

 

（12）その他 

※ 今後のレンジャー活動の重要な取り組みとなる、高水敷、砂州の切り下げ構想については、 

この水辺づくりと連動させ現在の点野ワンド、高水敷下の埋没ワンド、閉鎖ワンドなどの再

生を視野に、河川公園地域協議会の動きとも連動しながら、市民参画で実現をめざすための

ステージ作りをおこなう。（市民団体、大学、関係機関、地元自治会、市民） 

 

 5



1.3 淀川まるごと体験会 

 

（１）活動目的 

川に親しむことが少なくなってしまった子どもたちに、川を身近なものに感じていただく

ため、水辺で一日を過ごし、川の楽しさの体験、川と暮らしや淀川の歴史などの学習を行う

ことで自然体験と川と人との関わりについて考えてもらう。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 
 

実  施 準 備 等 

４月  
・実施計画の立案 
・関係団体・機関への打診 

５月  
・広報準備 
・協力スタッフの手配 

６月  
・広報活動  
・講師依頼 

７月  
・資料作成 
・協力スタッフの手配 
・関係団体、機関との打合せ 

８月 淀川丸ごと体験会 
・資料作成 
・講師、協力スタッフとの打合
・機材等直前準備 

９月   

10 月   

11 月   

平 
成 
24 
年 

12 月   

１月   

２月   

平 
成 
25 
年 

３月   

 

 

（２）参加対象者・定員 

小学校高学年以上５０人（グループごとに保護者同伴） 
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（３）実施内容 

○水辺のデイキャンプ 

８時～１７時の間で 

・ E ボート・田舟体験（淀川舟運の学習・親水） 

・ ワンドや水辺の魚とり・生き物観察会（淀川の環境・親水） 

・ 外来種除去など水辺の清掃活動（淀川の環境） 

・ 葦笛・タペストリーづくり（活用） 

・ 土嚢作り体験と家庭で出来る簡易浸水防除（減災・防災） 

などのメニューを組み合わせる 

当日のタイムスケジュールの詳細は今後決定していく 

 

（４）実施日 

学校の夏休み中に実施（平成２４年８月１９日（日））  

 

（５）実施場所 

点野わんど、淀川点野船着場、および船着場～わんど間の点野砂州など、 
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（６）広報・募集方法 

○丸ごと体験会 

・淀川管内河川レンジャーホームページへの募集案内の掲載 

・寝屋川市の広報紙（７月１５日号）への募集案内の掲載予定 

・小学校での案内チラシでの募集・NPO を通じた呼びかけ 

・申込締切日：広報紙、団体とも 平成２４年８月５日（予定）先着順 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

協力スタッフ：ねや川水辺クラブ・水防組合・摂南大学・NPO など２０名 

（運営補助・会場づくり、機材の搬入搬出・安全確保など） 

講師：本多政雄さん、河川 R、RA に依頼（葦笛づくり、タペストリー） 

      ※ アシの説明資料を準備する 

      摂南大学   （ 舟乗り体験 ） 

玉井レンジャー・水辺クラブ （ 魚とり・生き物調査 ） 

      水防組合・水辺クラブ  （土嚢づくりと簡易浸水防除体験） 

 

（８）必要支援内容 

国土交通省： ポスター、資料の印刷 

       ごみ袋１５０袋・土嚢袋１００袋 

       引き上げごみ・外来種の処分 

       生き物調査（魚とり・虫捕り）等の機材、 

       その他、イベント実施に伴う機材 

寝屋川市：  広報掲載手続き 

ボランティア車両の貸出し 

各種機材の貸与 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

・実施計画の立案 ・関係機関との調整 ・協力団体との調整、 

・講師・スタッフの手配、・会場整備の手配 ・資料作成 

・広報活動 ・当日の運営  

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

   昨年はスタッフ含め全体で 122 人参加、雨のためメニューと時間短縮をし、高水敷をメイ 

ン会場に変更して実施。雨よけのためのタープを張ったが、今年はタープテントを準備する。 

 

（11）活動を行う上での課題等 

 

（12）その他 
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1.4 淀川と人との関わりの歴史探究 

 

（１）活動目的 

・上水道のないころから河内平野に生活用水・農業用水を送っていた淀川沿いの取水樋で現

在唯一残る歴史遺産ともいえる点野・茨田樋の復元整備箇所、 

・ワークショップをおこなって市民参画で設計したスーパー堤防の“土砂備蓄緑地”、 

・緊急用船着場でありながら淀川舟運をお思い起こす太間船着場、 

・デレーケによる淀川整備の象徴であり生き物の生息場所として貴重なワンドの一つである

“点野わんど”などを通じて、地域に密着したかたちで川と人とのかかわりについて、小

学生を対象に学習をおこない、利水（社会と水・川（淀川）の関係）を主としながら、治

水・環境についても学習することで川の大切さ・川のあり方について理解を深めてもらう。

今回は総合学習の時間が削減された昨年に引き続き、茨田樋、と点野ワンド 3 箇所で学習

を行う。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月  
・実施計画の立案 

・小学校との打ち合わせ 

５月   

６月   

７月   

８月  
・協力スタッフの手配 

・講師依頼 

９月  
・資料作成 

・講師、スタッフとの打合せ 

10 月 淀川と人との関わりの歴史探求  

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 ３月   
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（２）参加対象者・定員 

引き続き、小学校から強い継続要望あり 

点野小学校の 4 年生を対象に実施。生徒３クラス約 100 人及び教諭、保護者 

３年生の総合学習で、かつての地域の生活・農業などについて学習していることを踏まえて、

かつての地域の生活や生業であった農業生産の基礎となった淀川の学習とリンクさせて理解

していただくため４年生を対象とした。 

 

（３）実施内容 

学校で全体概要説明⇒学校出発⇒徒歩（学校側が誘導）現地へ。茨田樋では全体、ワンドで

は 2 回の説明を行う。 

１０月○○日  運動会行事の実施後 

 予定スケジュール 

点野小学校  

【8 時 30 分】 ：児童 学校集合 約１００名（スタッフ含め 123 名予定） 

（担任        ） 

【8 時 40 分】 ：児童 学校出発⇒徒歩 

【9 時 00 分】 ：リバージュ西側（茨田樋、船着場、緑地見える場所）現地到着 

 

スタッフ・関係者   

8 時 10 分  ： 点野流域センター スタッフ集合（レンジャー、水辺クラブ） 

8 時 30 分  ： 関係者・スタッフ打ち合わせ関係者現地集合、（リバージュ西側） 

9 時 10 分：茨田樋上堤防上 はじめのあいさつと概要説明（上田） 

9 時 30 分  移動 茨田樋へ降りる 

9 時 35 分  茨田の樋の説明 （15 分 白川さん、立川さん） 

9 時 50 分 ワンドに向かって移動開始 

（移動１５分 ・各クラス付スタッフ 3 人（協力団体等で公募） 

10 時 05 分 ワンドでレンジャーの話 

10 時 10 分 デレーケの水制とワンド・舟運の説明（15 分 澤井先生・○○さん） 

10 時 20 分 質問時間 

10 時 25 分 ワンドの生物についての説明・質問（15 分 本多先生・○○さん） 

10 時 50 分 説明終了後生徒はワンド水辺に下り始める(ロープ・スタッフは補助) 

下りた人から順次 水辺探索（スタッフは安全対策） 

10 時 45 分 全員ワンド水辺に降り終わって 水辺探索（スタッフは安全対策） 

10 時 55 分 徐々に上がり始める  

11 時 00 分 全体のまとめ（上田） 

11 時 05 分 学校に向け出発  

11 時 30 分 帰校 

 

（４）実施日 

学校の夏休み中に実施（平成２４年８月１９日（日））  
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（５）実施場所 

点野わんど、淀川点野船着場、および船着場～わんど間の点野砂州など  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）広報・募集方法 

点野小学校と直接調整する 

  

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

○協力スタッフ：ねや川水辺クラブ・摂南大学など１０名 

  内訳 

○説明員・講師：５人  

・茨田の樋     白川氏 （地元住民） （補助 水辺ク ○○さん） 

・点野わんど 

デレーケの水制とわんどの説明  澤井氏（副委員長、摂南大学理工学部教授） 

わんどの生物についての説明   本多氏（枚方出張所管内河川レンジャー運営会議代表者、 

寝屋川市自然を学ぶ会副会長）  

○補助スタッフ：ねや川水辺クラブと河川事務所 ３人、 各説明ポイントでの補助 

○各クラス同行スタッフ：ねや川水辺クラブ３人 生徒現地到着後に各クラスに同行移動、 

または活動全体の進行補助 
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（８）必要支援内容 

○国土交通省：点野スーパー堤防土砂備蓄緑地、太間船着場の説明員の派遣 

資料の印刷（デレーケ水制、わんど・水際が分かる新旧の地図など）  

資料の提供（船着場の防災的意義と舟運の歴史の分かるパンフレット等） 

        説明員用小型スピーカー、 

       参加配布物の提供                                 

河川レンジャーのぼりの貸与  

保険の加入（学校保険との関連確認） 他 

○寝屋川市:   ボランティア車両の貸し出し、 軽３台 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

   ・実施計画の立案 

・学校との各種調整、 

・協力団体との調整、 

・講師・スタッフの手配 

   ・資料作成 

   ・当日の運営 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 ワンドに降りる時間を 2 年続けて設けたが、実体験することへの子どもの反応がよく、今年も

引きつづき実施する。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

 

（12）その他 
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1.5 河川レンジャー活動に関するニュースの発行等の情報の発信 

 

（１）活動目的 

河川レンジャー活動への理解を深め、いい川づくりへの市民参画をすすめる。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月  
展示内容決定、資材準備、スタ

ッフ要請 

11 月 １．寝屋川市エコフェスタ出展 出展準備 

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月  展示内容決定、作成 

平 

成 

25 

年 
３月 ２．“いい川シンポ”参加  

 

（２）参加対象者・定員 

  １．市民一般、定員なし 

  ２．公募 300 人 

 

（３）実施内容 

  １．ポスターセッション、アシ笛・タペストリーづくり、Ｅボートの展示 

  ２．ポスターセッション 

 

（４）実施日 

  １．11 月 18 日（日）（11 月第 3 日曜日）予定  

２．3 月 2 日（土） （3 月第 1 土曜日）予定 

 

 

 

 13



（５）実施場所 

１．大阪府 打上川治水緑地 

 

 

２．東京（会場未定） 

 

（６）広報・募集方法 

 １．市広報、レンジャーニュース、BYQ ニュース                          

 ２．実行委員会 HP など 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

 １．昨年同様河川レンジャーと河川事務所の共催活動として実施 

 枚方出張所管内レンジャー及び協力レンジャー（６人程度） 

 ２．水辺クラブ、レンジャー 

 

（８）必要支援内容 

１．ポスター作製印刷への協力、資材運搬の分担                          

 ２．パネル作製への協力                                     
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（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

企画、運営全般                                        

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

・23 年度は多くの人の参加があった。アシ笛やタペストリーづくりに水辺クラブ子どもスタ

ッフも参加させたい。 

・アシについての説明チラシ作製 （専門家に）                         

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

 

（12）その他 
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1.6 イチョウ祭り 

 

（１）活動目的 

住民と市民の連携の証である茨田樋遺跡水辺公園の市民工事を記念した催しを、淀川堤防上

を通っていた京街道に面して植えられた地域のランドマークである大イチョウ、茨田樋と地域

の生活、周辺の歴史資産など、淀川と地域・人との歴史的かかわりを広く市民に紹介し、今後

の川と人との付き合いを考えていただき、地域の皆さんに地域の財産として末永く大切に育て

ていただくキッカケとする。 

併せて、川の楽しさを知ってもらうためＥボートによる幹線水路舟乗り、関係団体によるポ

スターセッション、銀杏や秋の味覚などの屋台村を開催し、川や水辺の活動に関わる個人や団

体の交流の場とする。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月  地元、市民団体との調整 

５月   

６月   

７月   

８月   

９月  実行委員会開催、団体･学校回り

10 月  広報掲載 

11 月 実施 
ギンナン採取、皮むき処理、 

必要機器、材料の調達、 

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 ３月   

 

（２）参加対象者・定員 

   市民、市民団体、大学、小学校、地元住民、公募流域住民 
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（３）実施内容 

茨田樋遺跡水辺公園で地元住民、隣接する新住民、流域の市民に呼びかけ、地元住民、市

民団体、大学、行政が協力して実施する。  

・大イチョウから採取した銀杏の実をつかった銀杏（ギンナン）飯、銀杏炒り、トン汁、ス

ープ餃子、ぜんざいなどを実行委員会団体から参加者に振舞っていただき交流を深める。 

・大イチョウ保全のしめ縄取り付け、水路への水生植物の植え付けイベント（子ども）  

・河川レンジャー活動、関係団体・小学校などの取り組み発表とパネル展示や魚の展示 

・幹線水路 E ボート体験、近隣の歴史資源、自然スポットの紹介ツアー               

 

（４）実施日 

平成 24 年 11 月 23 日前後                                   

 

（５）実施場所 

寝屋川市点野 茨田樋遺跡水辺公園、幹線水路、周辺資源                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）広報・募集方法 

 市広報（10/15 または 11/1 号？）、ＢＹＱイベント情報、チラシ（小学校、団体、地元回覧） 

ポスター（地元、寝屋川市内、学校） 
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（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

    地元自治会、水辺クラブ、河川レンジャー等の共催とする（実行委員会設置） 

事前 銀杏採取・皮むき 自治会・水辺クラブ・大阪府など ２０人 

   ポスター作成など、レンジャー 

当日 ・会場作り  市民団体・自治会など参加団体、行政など 実行委員会 15 人   

    ・屋台村 芋入り銀杏飯の炊き出し 自治会 数人 

   ・焼き芋、銀杏炒り、トン汁  水辺クラブ・自治会  

   ・ぜんざい、スープ餃子など各団体、大学                        

    ・Ｅボート  摂南大・水辺クラブ 

    ・スタンプラリースタッフ  団体、大学から 

 

（８）必要支援内容 

ポスターセッション用、パネル貼り付け柵の材料 角材 

雨天の場合の会場用テントの貸与 

点野流域センターの駐車場としての利用 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

   企画運営全般 

玉井レンジャー 新企画の準備と実施、全般への協力 

立川レンジャーアドバイザー 事業実施全般、参加団体との調整、会場準備全般          

  

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

３０５人参加、子ども会などの団体参加が多くあったが同程度の規模を目指す、参加者へ

の働きかけから点野砂州周辺の水辺づくりに連携させていく。 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

雨の場合は、Ｅボートは中止                                 

                                           

（12）その他 
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1.7 太間公園スポーツ施設利用者による淀川体験と学習 

 

（１）活動目的 

 河川公園縮小方針のもと公園利用団体等の連携の中、利用だけではなく河川環境回復活動へ参

加していただくよう働きかける。活動を通じて河川環境の大切さを理解していただく。協働の川

づくりへの参画をめざす。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月 連携内容について協議開始予定  

５月   

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 
成 
25 
年 ３月   

 

（２）参加対象者・定員 

30 人（団体と調整） 

  

（３）実施内容 

河川清掃、出来れば船乗り体験 

 

（４）実施日 

スポーツ団体と調整 
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（５）実施場所 

太間スポーツグランド付近から点野船着場、点野砂州・ワンド  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）広報・募集方法 

スポーツ団体構成員 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

ねやがわ水辺クラブ、摂南大学（E ボート）、 

玉井レンジャー、立川レンジャーアドバイザー                          

 

（８）必要支援内容 

寝屋川市 ボランティア車輌、スポーツ団体等との調整 

河川事務所 Ｅボートの借用（摂南大学、寝屋川市） 
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（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

企画・調整・協議・進行管理 

出来れば学習会実施 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

初めての取り組み、慎重にすすめる。 

 

（12）その他 
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1.8 冬鳥の観察会と鳥の生態の理解 

 

（１）活動目的 

 多様な冬鳥の生態を学ぶ中から河川生態系の理解と河川環境の回復を目指す活動への理解を深

める。冬鳥の観察会で自然に親しむのみならず、鳥の体の構造や生態を知ることで自然のダイナ

ミックさを感じる。その中から、その鳥の生活を育む河川環境と人との関係を見つめなおすきっ

かけとする。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月 講師調整  

５月   

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月 日程調整、講師打合せ  

２月 観察会  

平 

成 

25 

年 ３月   

 

 

（２）参加対象者・定員 

公募市民、市民団体、大学 

 

（３）実施内容 

点野ワンド、砂州付近での冬鳥の観察 講師１ 

鳥の進化と身体の構造 点野流域センター 講師２ 

 

（４）実施日 

平成 25 年 2 月第 3 土曜日（2 月 16 日（土）） 
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（５）実施場所 

点野砂州、点野ワンド周辺              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）広報・募集方法 

 市広報、レンジャーニュース・HP、河川公園等へのポスターの掲示、BY 通信 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

 寝屋川水辺クラブ等数人 

 

（８）必要支援内容 

望遠鏡の貸与、ポスター印刷、下敷き（鳥図鑑）の提供 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

講師調整、ポスター準備、掲示、パンフレット作成、当日の運営                  

  

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

観察会に終わることなく、鳥の環境への適応と進化、身体の構造などの学習会をし、自然へ

の理解と河川環境の大切さを学んでいただく 

 

（12）その他 
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2. 平成 24 年度 瀬野河川レンジャー年間活動計画 

 

○23 年度 10 月～24 年 3 月の活動 

10 月 12 日の運営会議以降の活動は無し。 

10 月 18 日、11 月 7 日背割り堤見学会の支援(資料作成、日程調整)を行った。 

10 月 19 日枚方地区公園地区会議に参加した。 

11 月 10 日伏見港～枚方港舟運研修会に参加した。 

11 月 12 日レンジャー活動検討会議に参加した。 

12 月 17 日河川レンジャー会議に参加した。  

 

2.1 活動テーマと活動分野 

枚方出張所管内を活動エリアとする瀬野河川レンジャーは以下の活動テーマのもと次の

活動を実施します。 

 

１．枚方地区の淀川の見学（活動地域への啓発活動） 

 

平成 23 年度計画した淀川ウォーキング（淀川について昨年度までに活動した河川の文化、治

水、浄水、排水設備、利用、自然等についての内容と枚方地区の淀川の特徴を認識して市民が

淀川に親しみ利用が出来るような淀川ウォーキングを実施して淀川の啓発活動を行う。）は調整

段階までで、実施にまで至らなかったため、継続活動として平成 24 年度に実施します。 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活 動 分 野 活  動  名 

淀川の見学 

活動地域への啓発活動 

淀川ウォーキング 

［枚方資料館～牧野ワンド）］ 

活動テーマ 
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平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月   

９月  チラシ作成 参加者募集 

10 月  実施計画 河川レンジャー運営会議 

11 月 淀川ウォーキング  

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 
３月   
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2.2 淀川ウォーキング 

 

（１）活動目的 

淀川の施設、自然の見学会、観察会を通して掴んだ枚方地区の淀川の特徴を理解して淀川

の利用などについて把握する。 

 

（２）参加対象者 

○一般公募  約 20 名 

 

（３）実施内容 

枚方地区の淀川（22.3～34.6km：約 4km）の自然、公園、施設等の概要を昨年度に実地

踏査して作成した「淀川の恵みと自然を知ろうマップ」を活用して公園化が進んでいない

施設が多く自然が残っているこの枚方資料館～牧野ワンド間をウォーキングして淀川の

恵みを説明する。 

 

（４）実施日  平成 24 年 11 月（日時は今後調整） 

 

（５）実施場所 

淀川左岸（22.3～34.6km）［淀川資料館～牧野ワンド］ 
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（６）広報・募集方法 

○チラシ掲示板 

○協力団体（淀川自然クラブ） 

○従来の活動の参加者 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

○スタッフ 3 名 安全誘導、参加者の感想把握 

 

（８）必要支援内容 

○資料作成 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

河川マップの作成、参加者公募、実施計画設定、淀川の利用について感想をまとめる。     

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

淀川の特徴や利用するうえでの課題、関連する課題（公園活用、舟運など）を整理する。 
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3. 平成 24 年度 山口河川レンジャー年間活動計画 

 

3.1 活動テーマと活動分野 

 

 枚方出張所管内を活動エリアとする 山口河川レンジャーは以下の活動テーマにもと、３つの

活動を実施します。 

 

活動テーマ 

琵琶湖・淀川流域での環境保全活動とネットワークづくり 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

庭窪ワンド自然観察会（野鳥、植物観察など）又は 

勉強会（浄水場の見学など） 
河川の環境保全を図る活動 

庭窪ワンド付近清掃活動（外来種植物除去含む） 

河川レンジャー活動に関する

ニュース等の情報発信 

（ネットワークづくり） 

琵琶湖・淀川流域各地の活動内容等の情報共有を行うべく、

市民・企業・ＮＰＯ・行政との協働ネットワークづくり 

（メーリングリスト、ホームページ作成等） 
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3.2 琵琶湖・淀川流域での環境保全活動とネットワークづくり 

 

（１）活動目的 

私達の命の源である「水」、１４００万人の水供給をしている「琵琶湖・淀川水系」での「水

環境」を地域の人達と一緒に考えて行きたい。 

そのために、①淀川の水環境を知っていただく「気づき」の場を提供、②具体的な「行動

（アクション）」の場を提供、③活動内容を「つなぐ（ネットワーク）」活動を行います。水

環境の実態を知ることにより、生活排水を注意したり、使用量を抑えようとか、ライフスタ

イルの見直しなどの行動につながると考えます。 

そしてそれぞれの行動をネットワークすることにより、自然との調和ある社会が実現され

るものと信じています。       

                                              

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月 ワンド周辺散策と清掃活動 

２月迄に実施計画 

３月中に広報準備、 

協力スタッフ手配、講師依頼、 

資料作成、講師、スタッフとの打

ち合わせを予定 

５月   

６月 庭窪ワンド外来植物駆除作業  

７月   

８月   

９月 庭窪ワンド付近清掃活動  

10 月   

11 月 庭窪ワンド外来植物駆除作業  

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月 庭窪ワンド活動報告会 ※ネットワーク交流会 

平 

成 

25 

年 ３月   

 

（２）参加対象者・定員 

   各活動全て一般地域住民対象で定員２０名 
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（３）実施内容 

   ○ワンド周辺散策と清掃活動（４月） 

    散策と清掃活動 

   ○庭窪ワンド外来種植物除去活動（６月） 

    ワンド内の外来種植物除去作業 

   ○庭窪ワンド付近清掃活動（９月） 

    清掃活動 

   ○庭窪ワンド外来種植物除去活動（１１月）  

    ワンド内の外来種植物除去作業 

   ○庭窪ワンド活動報告会（２月） ※ネットワーク交流会 

    ワンド観察 

 

（４）実施日 

   ○ワンド周辺散策と清掃活動（４月）                             

   ○庭窪ワンド外来種植物除去活動（６月） 

   ○庭窪ワンド付近清掃活動（９月） 

   ○庭窪ワンド外来種植物除去活動（１１月）                          

   ○庭窪ワンド活動報告会（２月） 

 

（５）実施場所 

   庭窪ワンド付近 

   外来植物除去範囲 
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（６）広報・募集方法 

   守口市、門真市広報 

   門真エコネットワーク連絡会 参画団体への呼びかけ 

   河川レンジャーＨＰなど 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

   各活動 

   協力スタッフ ２名 （ 写真撮影記録 １名、備品運搬協力 １名） 

 

（８）必要支援内容 

   資料一式 

   自然観察会での講師費用（植物と野鳥に詳しい専門家） 

   外来種植物除去に使用する備品（清掃用具一式、長靴、胴長靴、ゴミ袋など） 

   ボランティア保険加入 

   備品搬出搬入のための乗用車乗入れ許可 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

   実施計画の立案 

   講師・スタッフの手配、連絡 

   広報活動 

   資料作成 

   用具手配、準備 

   当日の運営 

  

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

   外来種植物駆除の時期などの決定（大阪府水生生物センターと協働） 

   清掃（駆除）作業の役割分担と事前調整 

  

（11）活動を行ううえでの課題等 

   参加者の安全面を注意したい。                                

  

（12）その他 

    

   特になし。 
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4. 平成 24 年度 後藤河川レンジャー年間活動計画 

 

4.1 活動テーマと活動分野 

 

 枚方出張所管内を活動エリアとする後藤河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、次の活動

を実施します。 

 

 

活動テーマ 

淀川の歴史（過去・現在）を学び、淀川の未来を考える。 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

活動地域・関連団体等への 

啓発活動（講習会） 
「知ろう、考えよう『淀川の過去、現在、そして未来』」 

先 輩 等 レ ン ジ ャ ー 活 動 の 補

助・協力参加 
「先輩等レンジャー活動から学ぶ」 
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4.2 活動地域への啓発活動 

（１）活動目的  

淀川の歴史と現在の課題を正しく知り、淀川の将来を考えることを通じて、日常生活に

おける、住民一人ひとりの環境配慮行動と淀川洪水氾濫の際の備えを啓発することを目的

とする。 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月  
・人間関係づくり 

・活動周知 

５月  
・人間関係づくり 

・活動周知 

６月  

・人間関係づくり 

・活動周知 

※講師、会場等詳細決定 

７月  
・人間関係づくり 

※人集め活動 

８月  
・人間関係づくり 

※人集め活動 

９月 

連続講座「知ろう、考えよう『淀川の過去、現

在、そして未来』」 

○第１回「淀川の歴史を学ぶ」 

・人間関係づくり 

・活動周知 

※人集め活動 

10 月 

連続講座「知ろう、考えよう『淀川の過去、現

在、そして未来』」 

○第２回「淀川の未来を考える」 

・人間関係づくり 

・活動周知 

※人集め活動 

11 月  
・人間関係づくり 

・次年度活動準備 

平 

成 

24 

年 

12 月  
・人間関係づくり 

・次年度活動準備 

１月  
・人間関係づくり 

・次年度活動準備 

２月  
・人間関係づくり 

・次年度活動準備 

平 

成 

25 

年 
３月  

・人間関係づくり 

・次年度活動準備 

 

（２）参加対象者・定員 

    ・一般地域住民（特に深刻な浸水被害が想定される地域） 

・関連団体等関係者ほか 
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（３）実施内容 

・講習会（講習・質疑応答・意見交換） 

 

（４）実施日 

    ９月・１０月の日曜日各１日 

 

（５）実施場所 

    淀川資料館またはメセナ枚方等公共施設会議室等 

 

 

（６）広報・募集方法 

 ・関連団体・関係者への周知 

・淀川河川レンジャーホームページ、 

・「河川レンジャーNews」、 

 

 

 34



（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

・講師（必要員数） 

・会場設営（机・椅子・講習会資料・映写設備一式、マイク設備一式）要員（必要員数） 

・設営機器操作要員（必要員数） 

 

（８）必要支援内容 

    ・講習会資料作成 

・機器備品の準備及び操作 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

・関連団体関係者への周知 

・講習内容検討 

・講師打ち合わせ 

・当日の総括及び司会進行 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

    ・一般地域住民（特に深刻な浸水被害が想定される地域）に対する具体的広報活動 

・一定数の参加者の確保 

                                                

（12）その他 
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5. 平成 24 年度 玉井河川レンジャー年間活動計画 

 

5.1 活動テーマと活動分野 

 

 枚方出張所管内を活動エリアとする玉井河川レンジャーは以下の活動テーマのもと、４つの 

活動を実施します。 

 

 

活動テーマ 

１．淀川の自然、文化、防災に関する啓蒙普及と次世代への継承 

２．淀川の自然再生のための協働による川づくり、点野ワンド周辺に 

おける「みんなの水辺」創出へむけて 

 

 

 

平成 24 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

河川環境保全・再生の普及・

啓発・学習 

淀川の生物多様性を考える 

座学、施設見学 

防災・救援・救難の推進を図

る活動 

水防を考える展示と集い 

パネル・資料展示、座学と意見・情報交換会 

河川の適正な利用の推進を図

る活動 
淀川丸ごと体験会 

河川に関わる歴史・文化の普

及・啓発活動 

河川行政と地域・住民・住民

団体とのコーディネートを図

る活動 

川づくり、まちづくりへの参

画・支援活動 

茨田樋イチョウまつり、淀川体感スタンプラリー他 

河川生態環境保全を図る活動 
点野ワンド周辺の植生調査と外来植物駆除 

座学と実習、植生調査、外来植物駆除、観察会など 
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5.2 淀川の生物多様性を考える 

 

（１）活動目的 

 淀川が育んだ生物多様性の価値を再認識するとともに、COP10 名古屋において、我が国

から世界に向けて発信した SATOYAMA イニシアティブの理念を学び、これからの川づくりの

取り組みに活かしたい。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月 
淀川の生物多様性について 

座学、水生生物センター見学

3 月までに会場、講師日程調整、必要

書類提出を終える 

参加者募集、住民、団体、機関への働

きかけ、現地下見、打合せ 

配布資料、アンケートなど 

５月  
アンケート集計、総括、今後の展望な

ど協力機関、団体への報告 

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 ３月   

 

 

（２）参加対象者・定員 

   一般市民 
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（３）実施内容 

  大阪府環境農林水産総合研究所水生生物センターを会場とし、研究員に「淀川の生物多

様性」について講義を受ける。展示室や体験池などで、イタセンパラをはじめとする、淀

川の水生生物の実物を見て、講義の内容について理解を深める。 

  COP10 名古屋において、我が国から世界に向けて発信した SATOYAMA イニシアティブの理

念を学び、これからの川づくりの取り組みに活かしたい。 

     

（４）実施日 

    4 月 22 日（日）10：00～12：00 

 

（５）実施場所 

    大阪府環境農林水産総合研究所水生生物センター（寝屋川市木屋元町 10‐4） 
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（６）広報・募集方法 

   レンジャーHP、レンジャーニュースおよび寝屋川市広報、各種情報誌(ミニコミ誌など)へ

の掲載 

地元自治会および地域活動団体への呼びかけとチラシ配布 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

受付（１）会場（１）記録（１） 

水生生物センターから講師（１）  

 

（８）必要支援内容 

   レンジャーHP、レンジャーニュースへの掲載、チラシ、資料などの印刷、参加募集受付、

レンジャーのぼり 

                                                 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

 計画立案、関係機関・団体との調整、当日運営 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

 会場へのアクセスが不便なため、参加者募集時に充分なインフォメーションが必要 

 

（12）その他 
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5.3 防災を考える展示と集い 

 

（１）活動目的 

 川は多くの恵みをもたらすとともに、時として災禍をもたらす。明治 18 年の大洪水を契

機に、明治 28 年「河川法」制定を受け、淀川改良工事の大事業がおこなわれた。洪水と治

水の歴史を振り返り、淀川左岸地域が、ひとたび洪水が起きれば、河内湖の昔に戻ってし

まう地形的特性を理解するとともに、個々の生活事情に鑑みながら、身近な問題として水

防を考える機会とする。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月  

3月までに会場、講師日程調整、

必要書類提出を終える 

参加者募集、住民、団体への働

きかけ、会場下見、打合せ 

５月  配布資料、展示パネル等手配 

６月 水防を考える展示と集い 打合せ会、反省会 

７月  
まとめ、記録作成、今後の展望

協力機関・団体への報告 

８月   

９月   

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 ３月   

 

（２）参加対象者・定員 

   寝屋川市民・30 名 
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（３）実施内容 

会場で、1 週間、水防に関するパネル展示などをおこなう。 

期間中の 1 日、過去の洪水と治水対策を振り返り、淀川左岸域の地理特性や 近の気象傾

向からみた今後の防災課題について座学。身近な問題として、家庭でできる対策、具体的

な避難の仕方など話し合う。 

     

（４）実施日 

    6 月 26 日（火）から 7 月 2 日（月）の 1 週間パネル展示 

    7 月 1 日（日）に座学ほか 

 

（５）実施場所 

    寝屋川市立ふれあいプラザ香里（寝屋川市香里南之町 19‐17 フレスト香里園店１F） 

 

（６）広報・募集方法 

   レンジャーHP、レンジャーニュース、寝屋川市広報、ふれあいプラザ HP・情報誌への掲載 

地元自治会および地域活動団体への呼びかけとチラシ配布 
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（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

   期間中会場当番（１×７日）、講師（１）、搬入搬出、会場設営他(数名) 

   後藤レンジャー 

 

（８）必要支援内容 

   展示パネルおよび資料の貸し出し(手配)、啓発パンフレット類、あれば粗品 

レンジャーHP、レンジャーニュースへの掲載、チラシ、資料、アンケートなどの印刷 

参加公募受付、レンジャーのぼり 

場合によっては講師紹介 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

企画立案、会場確保、関連団体、行政機関との調整、当日運営、記録作成 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

寝屋川市あるいはふれあいプラザとの共催事業に出来れば、会場確保などしやすい 

 

（12）その他 

国交省、大阪府、寝屋川市の連携を望む。 
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5.4 淀川丸ごと体験会 

 

（１）活動目的 

川と身近に接する機会のない子どもたちに、川の楽しさを体験しながら、淀川の自然、

歴史、川と人とのかかわりを学び、河川愛護のこころ、川で安全に遊ぶ心得を身につけ、

将来、子どもに正しい川遊びを体験させられるパパとママに育ってもらう。 

 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月  チラシ作成、現地下見、募集案内

７月  資料作成、機関・団体打合せ 

８月 淀川丸ごと体験会 
スタッフ打合せ、デモ、 

機材など準備、総括記録作成 

９月  
総括記録作成、協力団体・機関へ

のフィードバック、今後の展望 

10 月   

11 月   

平 

成 

24 

年 

12 月   

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 
３月   

 

 

（２）参加対象者・定員 

    誰でも。小学生以下は引率者必要 
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（３）実施内容 

ワンドでのガサガサ体験、ペットボトル製もんどり体験、外来生物の駆除 

E ボート体験と舟運の歴史についての学習 

自然観察会、植物観察会、生態系を学ぶゲーム、葦笛づくり、土嚢づくり体験など 

 

（４）実施日 

    夏休み期間中の日曜日 1 日（8 月上旬か下旬） 

 

（５）実施場所 

    点野ワンド、砂洲、船着場 

 

 

（６）広報・募集方法 

   レンジャーHP、レンジャーニュースおよび寝屋川市広報、地元自治会および地域活動団体

への呼びかけとチラシ配布 
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（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

 E ボート体験スタッフ（摂南大）各体験メニュースタッフ（数名） 

 ボランティア車両運転（１）遊撃隊（数名） 

 

（８）必要支援内容 

   レンジャーHP、レンジャーニュースへの掲載、チラシ、資料などの印刷、参加公募受付、

レンジャーのぼり、スタンプ台、スタンプおよびスタンプ台紙作製作業 

   保険加入 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

上田レンジャーに協力して運営をサポート。 

関係団体・機関との調整、会場設営 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

 天候に左右されるので、雨天時メニューを検討 

 

（12）その他 

 45



5.5 茨田イチョウまつり・淀川体感スタンプラリー 

 

（１）活動目的 

当該地における協働のシンボルともいえる茨田樋遺跡水辺公園をメイン会場としてお

こなわれる、淀川と地域・人とのつながりを広く市民に伝え、地域住民、団体、こども達

の交流の場となる「茨田樋イチョウまつり」の一環として、会場周辺に点在する、文化素

材、自然素材を紹介し、淀川の豊かな自然、あるいは直面する課題、人とのつながりを認

識する機会とする。 

 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月   

５月   

６月  
ラリーコース素材探し、協力団

体への働きかけ 

７月  ラリーコース素材探し 

８月  
ラリーコース設定、打合せ 

スタンプ作成 

９月  参加者募集、実行委員会 

10 月  デモ 

11 月 茨田樋イチョウまつり 
銀杏準備 

配布資料・展示パネル等手配 

平 

成 

24 

年 

12 月  
総括記録、関係団体・機関への

報告 

１月   

２月   

平 

成 

25 

年 
３月   

 

（２）参加対象者・定員 

    誰でも。小学生以下は引率者必要 
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（３）実施内容 

川と人々の営みを見守ってきた大イチョウのもとに集い、銀杏や地元産の米、小学生が

収穫したサツマイモ、協力団体提供の実りの秋を味わいながら、交流を深める。 

会場周辺の自然、歴史文化素材を紹介するポイントを数箇所設置し、参加者が各ポイン

トでスタッフが用意したミニレクチャ―、工作、クイズなどをクリアし、スタンプを集め

る。 

E ボート体験、ポスターセッションなど。 

 

（４）実施日 

    11 月 23 日(金・祝)24 日(土)25 日(日)のいずれか 1 日で関係団体と調整 

 

（５）実施場所 

    茨田樋遺跡水辺公園周辺(寝屋川市点野 1 丁目 9 番) 
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（６）広報・募集方法 

   レンジャーHP、レンジャーニュース、BYQ、寝屋川市広報、自治会、団体への呼びかけ 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

 銀杏の準備（十数名）会場設営（十数名）E ボート（摂南大）スタンプポイント担当者（数

名） 

 

（８）必要支援内容 

   レンジャーHP、レンジャーニュースへの掲載、チラシ、資料などの印刷、参加公募受付、

レンジャーのぼり、スタンプ・台紙作製、保険加入 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

上田レンジャーに協力して、運営をサポート。 

川がみえないメイン会場から河川敷へ足を延ばしてもらうための新企画を準備する。 

関係団体・機関との調整など 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

 実施日は、秋の休日で各団体とも行事を設定している場合が多い。十分な協力を得るた

めには、早い段階での日程調整が不可欠。 

 

（12）その他 
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5.6 点野ワンド周辺の植生調査と外来生物駆除活動 

 

（１）活動目的 

 淀川は、市街地を流れ、公園整備された河川敷を利用する市民も多く、身近な自然環境

としての認知度も高いにもかかわらず、川そのものと身近にふれあうことは難しく、関心

も薄い。誰もが安全に利用できる川、水辺づくりに協働で取り組むための、基盤づくりと

位置づけ、さらに当該地区を含む区域が「淀川河川公園基本計画」のモデル地区に選定さ

れたことをうけ、護岸の切り下げも視野に入れた河川整備を提案できる、地域に根差した

活動主体へと発展できる川の担い手を育成する場とする。 

淀川が育んだ生物多様性の価値を再認識するとともに、その維持を脅かす侵略的外来生

物侵入の現状を知り、防除に取り組む。 

 また、日本が世界に発信した SATOYAMA イニシアティブの理念に鑑み、日常的に川と関わ

りながら、河川環境・生態系を再生・保全し、利用し続ける方法を模索する。 

 

平成 24 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

４月 植生調査 

3 月中にマップ等資料準備、予備調査 

参加者募集、住民、団体、機関への働き

かけ、現地下見、打合せ 

５月 植生調査、外来植物駆除 
参加者募集、配布資料・作業用具準備、

打合せ 

６月 外来植物駆除 同上 

７月 外来植物駆除 同上 

８月   

９月  参加者募集 

10 月 植生調査、外来植物駆除 
参加者募集、参加者募集、配布資料・作

業用具準備、打合せ 

11 月 外来植物駆除 同上 

平 

成 

24 

年 

12 月 外来植物駆除 同上 

１月 外来植物駆除 

同上 

摂大卒研のための総括 

会場、講師日程調整、必要書類提出など

２月 外来植物駆除 
参加者募集、配布資料・作業用具準備、

打合せ 

平 

成 

25 

年 

３月 
外来植物駆除、まとめの会、 

次年度予備調査 
配布資料準備、打合せ 
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（２）参加対象者・定員 

   一般市民（小学生以下は保護者同伴） 

 

（３）実施内容 

春から初夏に、外来植物の侵出状況と在来種分布を把握し、その結果から効率的な駆除

方法を検討する。効率的な作業がかなうと思われる冬季に重点的に駆除作業をおこなう。 

淀川での外来生物駆除に関して研究実績のある独立行政法人大阪府立環境農林水産総合

研究所水生生物センターに、当該地に繁茂する主な種の見分け方、調査方法、効果的な駆

除方法などに関する技術指導をお願いする。 

     

（４）実施日 

    関係団体、機関と調整の上決定 

 

（５）実施場所 

    点野ワンド周辺、点野流域センター 
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（６）広報・募集方法 

   レンジャーHP、レンジャーニュースおよび寝屋川市広報、各種情報誌(ミニコミ誌など)へ

の掲載 

地元自治会および地域活動団体への呼びかけとチラシ配布 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

・協力団体から、ボランチィア車両運転手（１）準備、参加者への指導、観察会講師（数 名） 

 記録(1) 

・水生生物センターから技術指導講師（１） 

 

（８）必要支援内容 

   レンジャーHP、レンジャーニュースへの掲載、チラシ、資料などの印刷、参加募集受付、

レンジャーのぼり、胴長、ライフジャケット、軍手、刈払機、カマ、スコップ、移植ごて、

土嚢袋、ゴミ袋、保険加入 

   刈取った外来植物の適正な処理 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

 計画立案、関係機関・団体との調整、当日運営 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

 外来植物駆除は地味で過酷な、単なる作業となってしまわないよう、観察会やミニ講座

など楽しめる要素も交えなければならない。 

老若男女誰もが参加しやすい工夫が必要。世代間交流が図れる場とすることが理想。 

 今後のレンジャー、あるいは他団体や個人が携わる川づくりの取り組みに活かせるよう

なデータの蓄積と集約、記録化（論文化）を摂南大学の協力を得て試みる。 

外来植物駆除が、協働の川づくりに発展する過程で、どういう位置づけになるのか、収

集したデータや結果についての情報とともに、参加者と共有できるようにしたい。 

 

（12）その他 

 河川清掃は、河川愛護活動の基本であり、川に集う誰もが心得を有することであるので

「清掃」や「クリーン作戦」と銘打つ活動はおこなわない。河川での活動すべてに付随す

るものと考え、ゴミ袋や土嚢袋は常備したい。 

点野野草地区の河川公園整備とも連動させた取り組みに発展させたい。 
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